
第３学年３組 数学科学習指導案 

  令和７年１１月６日（木）第４時限 ３年３組教室 

１ 単   元 

   図形と相似 

２ 単元の構想  

本学級の生徒は、授業で扱った問題に対しては意欲的に取り組むことができる。しかし、問題の

条件が変わったり、新しい形式の問題に出会ったりしたとき、考えるきっかけをつかめず、諦めて

しまう生徒が多い。本単元では、２年時に学習した「証明」の学習を基に、三角形の相似に迫って

いく。既習の知識を使い、図形の条件を変えたり、身の回りの場面から相似を考えたりすることで、

数学的な見方・考え方の力を高めていく。 

３ 単元の目標 

・図形の相似の意味や性質を理解し、相似条件や比を用いて図形の辺の長さや角度を求めることがで

きる。                                 （知識及び技能） 

・相似の条件や性質を基に、図形の関係を筋道立てて証明したり、問題の条件が変わった場合に相似

を活用する方法を見い出したりすることができる。        （思考力、判断力、表現力等） 

・相似の条件や性質を用いた数学的活動を通して、図形の性質や数学的な見方・考え方への興味関心

を高めたり、得られた結果や考えを振り返り、次の学習に生かそうとしたりする。 

  （学びに向かう力、人間性等） 

４ 指導計画 

                                        〈全２４時間〉 

５ 本時において予想されるチームの状態と教師支援の具体例 

 

 

 

時間 １～８ 
９～１５ 

（本時６／７） 
１６～２０ ２１～２４ 

学
習
内
容 

・相似の意味と性質 

・三角形の相似条件 

・相似条件を使った図
形の性質の証明 

・平行線と線分の比 

・平行線にはさまれた
線分の比 

・中点連結定理 

・相似な図形の面積比 

・相似な図形の体積比 

・相似比を使った表面
積、体積の求積 

・相似の利用 

・２点間の距離を求める
ための縮図の利用 

・角の二等分線における
相似比 

・【Ⅱ型】個の考えは持てていても意見交流が少ないチームには、同じ EFGH の形を見つけることが
できた生徒同士をつなぎ、必ず成り立つための条件は何かを問う。 

・【Ⅲ型】意見交流が活発でも目標達成に向かっていないチームには、見通しをもって考えられるよう
に、例えば EFGH がひし形になる状況に絞って考えるよう働きかける。 

・【Ⅳ型】チーム全員が困っているようなときは、四角形の定義や中点連結定理を確認し、教科書のデ
ジタル教材で四角形 EFGH が平行四辺形やひし形となるように働きかける。 

目指すチームの状態 

目標達成に 

向かっていない 

意見交流が 

活発 

目標達成に 

向かっている 

意見交流が 

少ない 

Ⅰ型 Ⅱ型 

Ⅳ型 Ⅲ型 

・活発に話し合い、仲間の
意見を聞きながら複数の
図形の見方を見つけるこ
とができ、説明も考えられ
ている。 

・個々では様々な見方が
できているが、話し合い
が停滞し、学びが深まっ
ていない。 

・活発に話し合っている
が、多様な見方ができず、
新たな EFGH の形や、そ
の説明が考えられない。 

・個々に課題に対する困
り感があり、意見の交流
も少なく、活動が停滞し
ている。 

 

状態Ⅱ型・Ⅲ型・Ⅳ型に対する教師支援 



６ 本時の学習指導 

（１）本時の目標 

中点連結定理を利用して、四角形の各辺の中点を結ぶとどのような図形ができるかを様々な見方で

考察し、説明することができる。                 （思考力、判断力、表現力等） 

（２）展開（個に対する支援には下線 ） 

段階 生徒の活動 教師の活動 

導入 

(5) 

１ 前時に学習した内容を確認する。 

 

 

２ 四角形の中点を結んで 

できる形の実演を見て、 

本時の学習課題を把握する。 

 

 

・前時に学習した中点連結定理を確認する。 

・見方を変えて、三角形を四角形に変え中点を結

ぶとどうなるか発問する。 

・ゴム紐で四角形を作り、実演する。 

・四角形の中点を結んでできた四角形の形は何か

に焦点を当て、学習課題を板書する。 

展開 

(42) 

 

 

 

 

個[7] 

チ[35] 

 

 

 

 

 

 

３ 四角形の種類とその定義、平行四辺形に

なる条件を確認する。 

４ 教科書のデジタル教材を使い、四角形

ABCD と、その中点を結んでできる四角形

EFGH の関係を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 見つけた EFGH の形の種類を全体で共

有し、なぜそうなるのか考える。 

 

 

 

６ 四角形 EFGH がひし形や長方形になる

四角形 ABCD の条件は何か考える。 

 

 

 

・活動４、５、６で困らないために、四角形の定

義と平行四辺形になる条件を確認する。 

・四角形の中点を結ぶとどのような図形になるか

教科書p143のQRコードのデジタル教材を使い、

チームで確認するよう働きかける。 

・各辺の長さにも注目するために、デジタル教材

で長さの測定の設定を説明する。 

・個で考える時間を設け、机間指導で困っている

生徒を把握し、助言する。 

・多様な意見を収集したり、理解を深めたりする

ためにチームで話し合う機会を設ける。 

 

 

・電子黒板にミラーリングし、iPadの画面を使っ

て共有する場を設ける。 

・はじめに、ABCDがどのような四角形でも説明で

きる EFGHが平行四辺形になる説明を求める。 

・ひし形や長方形になる場合の条件を発問する。 

・チームで考えるよう働きかける。 

・EFGHをひし形や長方形にできた生徒を意図的に

複数名指名し、すべての発言に共通している条

件は何かを発問する。 

・分かったチームを意図的指名し、称賛する。 

整理 

(3) 

７ 本時の振り返りをする。 

 

・自己の成長、学んだことや疑問に思ったことに

気付けるように、振り返る場を設ける。 

・次時は本時の内容を証明の文章での表し方を考

えることを伝える。 

（３）評価 

  あらゆる四角形の中点を結んだ形を考察する活動から、ABCD と EFGH の関係をまとめたり、条

件や説明を考察したりすることができたか。  （活動４・５・６の様子、活動７の振り返りから） 

四角形の中点を結んでできる四角形に、どんな法則があるだろう 

・できる形は平行四辺形だけだと思った

けど、違う形になることも分かった。 

・定義が説明できる見方が必要だと思う。 

「５ 本時において予想されるチーム
の状態と教師支援の具体例」参照 

・ABCD がどんな形でも、EFGH は平行

四辺形にはなりそうだ。 

・EFGH がひし形になる瞬間がある。

ABCD がどんなときなんだろう。 

・EFGH が平行四辺形になることを説明

するために、どうすればよいのだろう。 

・各辺の長さとの関係はあるのだろうか。 

・三角形の中点連結定理と、四角形の中

点を結んだ形は何か関係があるのだろ

うか。 

・三角形の中点連結定理は、中点を結んだ
線分が平行で長さが半分になる定理。 

A 

B C 

D 

E 

F 

G 

H 

・AC=BD のとき、EFGH はひし形にな
りそうだ。 

・AC⊥BD だと長方形になりそうだ。 

・EFGH は必ず平行四辺形になる。 

・対角線をひくと中点連結定理が使えて 

 EF//HG、EH//FG が言え、向かい合う 

２組が平行と証明でき、平行四辺形。 


